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移
民
と
い
う
問
題
は
、
現
代
世
界
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
国
連
の
推
計
に
よ
れ
は
、
二
○
○
五
年
に

は
世
界
に
約
一
億
九
千
万
人
の
移
民
が
い
る
。
こ
れ
は
世
界
の
人
口
の
三
％
に
あ
た
り
、
必
ず
し
も
大
き
な
割
合
と
は
言
え
な
い
。

移
民
の
問
題
が
重
要
な
の
は
、
移
民
の
数
そ
の
も
の
よ
り
も
む
し
ろ
、
そ
れ
が
現
代
世
界
の
根
本
的
な
構
造
に
突
き
つ
け
て
い
る

意
味
の
大
き
さ
に
よ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
展
す
る
現
在
、
国
際
労
働
市
場
を
ど
の
よ
う
に
自
由
化
し
、

ど
の
よ
う
に
規
制
す
る
の
か
。
移
民
が
現
地
の
市
民
権
を
獲
得
で
き
る
基
準
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
た
ら
い
い
の
か
。
移
住
先
で

の
移
民
と
現
地
人
の
間
の
文
化
的
・
社
会
的
な
摩
擦
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
起
源
の
多
く
が
、
一

九
世
紀
以
降
に
広
ま
っ
た
「
国
民
国
家
」
の
枠
組
み
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
現
在
の
「
国
家
」
は
、
あ
る
物
理
的
な

移
民
の
医
学
史
へ
の
展
望

ｌ
中
野
卓
・
中
野
進
共
編
「
昭
和
初
期
一
移
民
の
手
紙
に
よ
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生
活
史
ｌ

ブ
ラ
ジ
ル
の
ョ
ヅ
チ
ャ
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』
（
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都
華
思
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出
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○
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そ
う
考
え
る
と
、
現
在
の
人
文
社
会
科
学
に
お
い
て
、
移
民
の
問
題
が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
試
み
に

国
会
図
耆
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
タ
イ
ト
ル
検
索
で
「
移
民
」
と
入
力
す
る
と
、
一
九
九
○
年
以
降
で
五
三
二
件
、
二
○
○
○
年
以
降
だ

け
で
二
一
三
件
の
和
図
書
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
移
民
の
問
題
は
現
在
最
も
ホ
ッ
ト
な
ト
ピ
ヅ
ク
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
が

止
む
こ
と
は
当
分
の
間
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
、
既
に
こ
の
問
題
に
長
く
取
り
組
ん
で
き
た
欧
米
諸
国
と
は
対
照
的

に
、
い
ま
だ
移
民
の
問
題
を
十
分
に
議
論
し
て
い
な
い
日
本
に
お
い
て
は
、
移
民
を
め
ぐ
る
論
争
は
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
の
だ
ろ
う
。

日
本
の
医
療
の
現
場
も
こ
の
論
争
と
無
縁
で
な
い
こ
と
は
、
先
日
発
表
さ
れ
た
、
二
○
○
七
年
以
降
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
看
護
師
・

福
祉
介
護
士
を
受
け
入
れ
る
政
策
が
象
徴
し
て
い
る
。

現
場
の
医
学
だ
け
で
な
く
、
少
な
く
と
も
欧
米
に
お
い
て
は
、
医
史
学
も
移
民
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
医
史
学
図
書
館
の
カ

タ
ロ
グ
を
眺
め
る
と
、
や
は
り
一
九
九
○
年
代
か
ら
、
現
代
に
お
け
る
移
民
の
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
し
て
、
医
史
学

に
お
け
る
移
民
の
歴
史
の
研
究
が
活
発
化
し
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
医
学
史
図
書
館
の
カ
タ
ロ
グ
で
、

目
目
腎
昌
８
画
目
盲
目
四
目
Ｃ
ご
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
調
べ
る
と
、
同
図
書
館
は
一
九
九
○
年
以
降
に
そ
の
主
題
に
関
連

す
る
一
七
四
件
の
書
物
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
医
史
学
に
お
け
る
移
民
の
問
題
の
研
究
は
、
一
つ
の
流
行
で
あ
る
と
同
時
に
時

代
の
要
請
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
ｃ
現
代
の
世
界
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
が
、
学
術
的
な
歴
史
研
究
の
主
題
選
択
に
影
響
を
与
え
、
我
々

の
歴
史
の
見
方
に
投
影
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
の
良
し
悪
し
は
と
も
か
く
、
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と

こ
と
は
、
グ
声

他
な
ら
な
い
ｃ

国
境
で
囲
ま
れ
た
地
域
の
中
に
お
い
て
、
均
質
な
市
民
権
を
持
っ
た
「
国
民
」
の
集
合
体
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
そ
し
て
、
お
の

お
の
の
国
境
の
中
で
市
民
権
を
付
与
す
る
権
利
を
独
占
し
て
い
る
国
家
が
集
ま
っ
て
、
国
際
社
会
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
枠

組
み
の
も
と
で
は
対
処
す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
を
、
移
民
と
い
う
現
象
は
突
き
つ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
移
民
の
問
題
を
論
ず
る

こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
趨
勢
の
中
で
、
国
家
と
民
族
と
文
化
・
社
会
の
関
係
を
再
定
義
す
る
方
策
を
考
え
る
こ
と
に
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は
、
医
史
学
研
究
が
閉
塞
し
て
い
な
い
こ
と
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
あ
ら
ゆ
る
歴
史
は
現
代
史
で
あ
る
」
と
い

う
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
言
葉
は
、
少
な
く
と
も
一
片
の
真
理
を
含
ん
で
い
る
。

近
年
の
欧
米
に
お
け
る
医
史
学
が
多
様
な
方
向
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
医
史
学
に
お
け
る
移
民
研
究
も
多
様
な
ト

ピ
ヅ
ク
を
扱
っ
て
い
る
。
ま
ず
筆
頭
に
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
九
七
○
年
代
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ク
ニ
ー
ル
が
開
拓
し
、

－
１
）

ク
ロ
ス
ビ
ー
や
カ
ー
テ
ィ
ン
な
ど
が
業
績
を
上
げ
て
い
る
生
物
学
的
な
移
民
の
歴
史
と
い
う
主
題
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
農
耕
と
人
口
集

中
が
人
類
の
健
康
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
、
免
疫
の
地
理
的
な
不
均
衡
に
よ
る
移
民
の
成
功
と
原
住
民
の
駆
逐
、
近
代
的
薬
学
や
公
衆

衛
生
対
策
に
よ
っ
て
ョ
－
ロ
ッ
パ
諸
国
が
熱
帯
地
域
で
大
規
模
な
軍
隊
を
行
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
の
イ
ン
パ
ク
ト
な

ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
長
大
な
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
地
球
的
な
主
題
を
語
る
壮
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
ジ
ャ
レ
ー

ド
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
国
際
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
も
助
け
ら
れ
て
、
移
民
の
「
生
物
学
的
な
歴
史
」
の
大
き
な
成
果
と
し
て
、
現
代

こ
の
生
物
学
的
な
歴
史
と
並
行
し
て
、
移
民
に
関
す
る
行
政
と
結
び
つ
い
た
医
学
の
歴
史
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
こ
の
分
野
で
目

に
付
く
の
は
、
移
民
が
入
国
・
入
港
す
る
の
を
検
疫
す
る
移
民
局
・
検
疫
所
な
ど
の
豊
か
な
資
料
に
基
づ
く
研
究
で
あ
る
。
細
菌
学
の

全
盛
時
代
の
移
民
局
が
、
外
国
か
ら
移
民
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
る
感
染
症
の
国
内
流
行
を
阻
止
す
る
た
め
に
活
発
な
活
動
を
行
っ
た

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の
研
究
は
、
そ
う
い
っ
た
活
動
が
、
「
国
民
」
を
守
る
と
同
時
に
、
「
国
民
」
で
な
い
も
の
を
峻
別
し
、

あ
る
い
は
国
境
の
中
に
居
住
し
て
い
る
住
民
の
中
に
感
染
症
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
階
層
を
作
り
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
西

洋
を
渡
っ
て
東
欧
や
南
欧
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
た
移
民
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ハ
ワ
ー
ド
・
マ
ー
ケ
ル
が
一
九
九
七
年
の
著
作
で
取

（
リ
ー
｝

り
上
げ
た
。
一
八
九
二
年
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
は
、
大
西
洋
を
越
え
て
持
ち
込
ま
れ
た
感
染
症
の
流
行
二
回
目
は
発
疹
チ
フ
ス
、

二
回
目
は
コ
レ
ラ
を
二
回
経
験
し
た
が
）
、
マ
ー
ケ
ル
の
著
書
は
、
こ
の
事
件
に
現
れ
た
移
民
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
の
態
度
の
複
雑
さ

（
汎
）

を
明
ら
か
に
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
側
に
つ
い
て
は
、
ニ
ア
ン
・
シ
ャ
ー
が
二
○
○
一
年
に
大
き
な
著
作
を
発
表
し
た
。
日
本

卜
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
α
匡
階
建

人
の
常
識
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
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と
も
縁
が
深
い
一
八
九
九
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
発
生
を
含
め
て
、
太
平
洋
側
の
中
国
人
移
民
の
位
置
づ
け

の
変
遷
を
、
医
学
的
な
検
疫
を
軸
に
し
て
跡
付
け
た
優
れ
た
研
究
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
ポ
ー
ル
・
ワ
イ
ン
ド
リ
ン
グ

（
１
）

の
話
題
作
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ィ
ン
ド
リ
ン
グ
の
著
作
は
、
ド
イ
ツ
が
二
○
世
紀
の
初
頭
か
ら
東
欧
地
域
と
の
国
境
で
行

な
っ
て
い
た
発
疹
チ
フ
ス
対
策
の
検
疫
と
消
毒
が
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
と
い
う
強
力
な
議
論
を
提
出
し
た
。
こ
の

議
論
の
当
否
は
と
も
か
く
、
移
民
へ
の
対
策
は
、
二
○
世
紀
を
覆
う
主
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
「
人
種
」
の
問
題
形
成
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
し
た
点
で
は
、
ワ
ィ
ン
ド
リ
ン
グ
の
議
論
は
他
の
多
く
の
著
作
と
方
向
を
共
有
し
て
い
る
。

上
記
の
研
究
は
感
染
症
に
ま
つ
わ
る
移
民
の
医
史
学
研
究
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
民
族
的
な
「
体
質
」
概
念
の
歴
史
研
究
も
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。
マ
ー
ク
・
ハ
リ
ソ
ン
は
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
の
長
い
期
間
に
渡
る
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
進
出
に
ま
つ

わ
る
医
学
思
想
を
検
討
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
イ
ン
ド
の
風
土
へ
の
順
応
可
能
性
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
一
八
○
○
年
近
辺
を
境
に
し

う
Ｊ
）

て
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
イ
ン
ド
の
気
候
に
順
応
で
き
る
と
い
う
考
え
方
が
大
勢
を
占

め
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九
世
紀
に
は
悲
観
論
が
台
頭
し
た
と
ハ
リ
ソ
ン
は
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
体
質
と
イ
ン
ド
人
の
そ
れ
は
根
本

的
に
違
い
、
前
者
は
イ
ン
ド
の
気
候
風
土
の
も
と
で
は
恒
常
的
な
不
健
康
を
経
験
す
る
と
い
う
の
だ
。
逆
説
的
な
こ
と
に
、
イ
ギ
リ
ス

の
イ
ン
ド
支
配
は
、
気
候
馴
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
悲
観
論
の
も
と
で
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
ｃ
一
方
で
、
期
間
は
ご
く
短
い
が
、

日
本
の
帝
国
主
義
の
枠
組
み
の
中
で
の
医
学
研
究
に
お
い
て
も
、
南
方
へ
の
植
民
に
関
し
て
気
候
馴
化
の
研
究
が
大
々
的
に
行
わ
れ
た

が
、
そ
こ
で
は
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
に
乗
っ
た
楽
観
論
の
医
学
研
究
が
大
半
を
占
め
た
。
こ
の
違
い
が
、
時
代

的
な
違
い
な
の
か
、
国
家
の
政
策
に
全
て
の
科
学
研
究
が
吸
収
さ
れ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
あ
り
方
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本

の
帝
国
主
義
に
お
い
て
は
、
「
人
種
」
概
念
が
果
た
し
た
役
割
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
か
は
、
今
後
の
研
究
の
課
題
で
あ
る
。

今
回
出
版
さ
れ
た
、
中
野
卓
・
中
野
進
共
編
『
昭
和
初
期
一
移
民
の
手
紙
に
よ
る
生
活
史
Ｉ
ブ
ラ
ジ
ル
の
ョ
ツ
チ
ャ
、
こ
（
京

都
卵
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
六
）
は
、
日
本
に
お
け
る
移
民
の
医
史
学
研
究
の
新
し
い
可
能
性
を
示
唆
す
る
書
物
で
あ
る
。
移
民
の
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医
史
学
研
究
に
利
用
で
き
る
資
料
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
異
色
で
貴
重
な
の
が
、
移
民
そ
の
人
た
ち
の

手
紙
や
日
記
の
類
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
本
書
の
主
人
公
で
あ
る
中
野
義
夫
は
、
一
九
○
七
年
に
京
都
の
開
業
眼
科
医
の
も
と

に
生
ま
れ
、
一
九
二
八
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
、
一
九
六
九
年
に
同
地
で
没
し
て
い
る
．
こ
の
間
の
、
義
夫
と
そ
の
家
族
ら
が
日
本

の
家
族
・
親
類
縁
者
と
交
わ
し
た
手
紙
が
、
本
書
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
資
料
は
、
移
民
た
ち
自
身
が
異
国
で
経
験

（
・
ｂ
）

し
た
病
気
と
医
療
に
関
す
る
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
記
述
を
含
ん
だ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
中
野
の
手
紙
も
期
待
に
違
わ
ず
、

到
着
後
ま
も
な
く
中
野
が
フ
ェ
リ
ー
ダ
と
い
う
現
地
の
風
土
病
の
一
種
に
か
か
っ
た
こ
と
、
村
の
日
本
人
会
で
頼
ん
で
い
る
医
者
に
血

膿
を
取
っ
て
も
ら
っ
た
が
そ
れ
で
も
病
状
は
思
わ
し
く
な
く
、
七
○
キ
ロ
離
れ
た
街
に
あ
る
外
科
医
に
手
術
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
、

こ
の
手
術
代
、
入
院
代
、
宿
泊
代
な
ど
は
移
住
し
た
ば
か
り
の
中
野
家
に
大
き
く
の
し
か
か
り
、
国
許
に
送
金
を
頼
ん
だ
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
に
は
、
農
園
で
雇
っ
た
季
節
労
働
の
イ
タ
リ
ア
人
の
子
供
が
腸
チ
フ
ス
に
か
か
っ
た
こ
と
、
予
防
注

射
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
人
の
娘
が
次
々
と
腸
チ
フ
ス
に
か
か
っ
て
一
ヶ
月
も
寝
込
ん
だ
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い

は
、
妻
が
嘆
い
て
い
る
中
野
の
大
酒
呑
み
も
、
移
民
に
あ
り
が
ち
な
医
学
的
な
問
題
だ
と
い
う
論
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
柔
道

の
名
手
で
あ
っ
た
中
野
が
ほ
れ
つ
ぎ
を
開
業
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
面
白
い
。

こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
断
片
的
な
情
報
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
似
た
よ
う
な
タ
イ
プ
の
資
料
が
多
く
集
め
ら
れ
て
分

析
さ
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
同
じ
移
民
に
関
す
る
資
料
で
も
違
う
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
〈
例
え
ば
植
民
地
医
学
の
担
い
手
の
記
録
）
と
較

べ
ら
れ
た
と
き
、
日
本
の
「
移
民
の
医
史
学
」
に
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
移
民
の
生
活
史
や
、
外
国
で
開
業
し
た
日
本
人
医
師
の

記
録
な
ど
、
全
国
の
あ
ち
こ
ち
の
個
人
に
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
が
、
こ
の
書
物
を
き
っ
か
け
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
を
願
う
。

文
献

（
１
）
Ｗ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
「
疫
病
と
世
界
史
』
佐
々
木
昭
夫
訳
（
東
京
、
新
潮
社
、
一
九
八
五
三
ア
ル
『
ノ
レ
ッ
ド
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
ョ
ー
ロ
ッ
パ

帝
国
主
義
の
謎
』
佐
々
木
昭
夫
訳
（
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）
も
巨
冒
［
）
ｐ
』
『
言
．
ｂ
の
鯉
Ｓ
ご
言
に
国
号
胃
画
匡
『
・
胃
．
睡
曹
８
匡
昌
の
『
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弓
ミ
員
芹
軍
べ
）
亘
〔
・
ミ
ミ
。
『
迂
冒
Ｓ
⑦
三
国
２
（
当
ｇ
Ｓ
Ｐ
ミ
Ｅ
曼
言
陛
目
耳
巨
鴨
》
ｐ
自
〕
胃
己
照
三
号
、
『
い
一
昌
卑
命
膀
．
ち
電
）
こ
う
い
っ
た
研
究

が
、
〆
詞
閤
巨
命
＆
．
『
割
烹
ｐ
ミ
〕
言
己
亜
命
三
○
『
ミ
雪
里
ｃ
昌
旦
鞄
巨
冒
豊
］
国
驚
く
一
際
（
ｃ
鎚
冒
耳
己
頤
金
ｃ
白
〕
耳
こ
ぬ
の
己
三
く
の
『
些
豆
卑
命
膝
．
ご
富
）

に
よ
っ
て
一
つ
の
集
大
成
を
見
る
。
」

（
２
）
目
Ｃ
乏
蝉
己
三
胃
庸
一
．
Ｃ
巨
豐
‐
ミ
ミ
『
〕
鼻
陣
更
固
匡
『
（
も
２
国
帝
君
瞳
］
旨
〕
冒
一
贈
●
ヘ
ー
ミ
ｍ
豐
昌
Ｓ
命
之
命
芝
弓
異
Ｃ
，
唇
周
亘
烏
二
二
（
●
眈
二
皆
三
目
Ｃ
『
角

」
Ｃ
壹
邑
い
国
○
口
宍
一
己
い
員
ロ
ー
く
ゐ
目
望
言
写
『
で
【
命
い
め
．
宗
）
一
）
『
）
．

い

く

（
３
）
ｚ
琶
四
ロ
⑫
ロ
煙
戸
の
Ｃ
ご
冒
贈
○
匡
吻
ロ
ミ
ミ
巾
駒
両
℃
ミ
命
白
』
２
ミ
ミ
詞
四
〔
Ｊ
ｎ
Ｓ
陣
さ
、
扇
冒
Ｑ
陸
〔
●
。
・
い
、
ど
こ
ミ
○
》
さ
］
色
嚴
烏
里
ｇ
『
“
ご
己
く
化
『
い
」
昌
具

ｃ
ニ
さ
昌
屋
や
『
＄
い
，
筐
三
）
》
シ
ロ
ミ
Ｆ
司
里
『
向
亘
亘
↓
の
Ｑ
命
』
］
（
・
命
昌
Ｓ
①
駒
Ｃ
『
Ｑ
Ｇ
砿
●
．
旨
］
冒
娼
国
ミ
ミ
允
昌
（
●
豊
冒
吻
℃
印
２
Ｓ
』
］
ふ
言
昌
Ｓ
命
吻
鳶
一
宮
局
彪
旦

Ｓ
冗
二
亀
Ｃ
Ｑ
巾
ご
］
尋
］
昌
一
鷺
ミ
ミ
ト
野
ら
○
門
、
ご
『
ら
①
（
国
画
言
目
５
【
。
」
Ｃ
言
扇
エ
○
℃
置
声
扇
〔
言
冒
の
扇
戸
口
串
〕
【
命
⑰
鉾
嘩
ｃ
ｃ
ご
・

（
４
）
で
釦
昌
乏
①
旨
全
冒
砿
昂
昔
ミ
⑦
ミ
ニ
〔
●
の
ミ
ミ
。
Ｑ
】
○
句
ミ
巾
冒
帰
還
壁
⑦
ご
〕
画
匡
巾
○
℃
⑦
、
畠
錘
℃
や
』
℃
全
町
（
Ｃ
筐
Ｃ
ａ
“
Ｃ
廷
○
ａ
ご
己
く
の
房
』
こ
て
『
の
勝
一
唖
二
・
三
．

（
Ｆ
Ｄ
）
巨
煙
房
西
四
ｑ
］
ゅ
○
三
．
Ｑ
ご
弓
四
用
吻
四
弓
且
（
ざ
ご
里
冨
昌
己
弓
睦
電
〔
咳
ミ
３
．
詞
曽
”
命
・
醇
舅
ミ
ー
○
ミ
〕
｝
（
陣
ミ
ミ
ミ
記
『
ミ
豊
目
白
ｂ
⑦
ご
而
三
の
冒
冒
国
ミ
田
．
畳
ｑ
ｃ
や
』
晩
い
。

（
○
邑
○
『
ｇ
○
萬
○
『
ｇ
〔
言
冒
⑦
吊
一
弓
宅
忌
膀
』
震
る
）
．

を

、

（
６
）
筆
者
の
乏
し
い
経
験
の
範
囲
で
は
、
一
九
世
紀
に
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
で
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
営
し
て
い
た
ビ
エ
ー
レ
・
ド
サ
ー
ル

ｊ

の
日
記
・
手
紙
は
、
自
身
の
病
気
で
現
地
人
の
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
囚
ｇ
侭
冒
厨
房
『

津
ロ
・
丙
○
房
具
蜀
Ｃ
『
里
閏
＆
．
．
野
砲
鴎
『
ミ
ミ
睦
画
く
２
強
覇
曹
弓
二
頁
煙
ご
旦
記
匙
局
Ｑ
ご
房
Ｆ
２
罵
展
ミ
ミ
己
量
汽
冒
且
．
ご
冗
汽
愚
ｂ
＄
の
里
＄
．
国
警
二
句
『
昌

亭
壷
『
ｓ
】
ｓ
こ
＄
・
鹿
こ
い
畠
、
③
（
国
四
三
日
日
金
目
篇
旨
言
吊
壺
○
℃
蚕
巨
砂
ご
己
く
里
陸
ご
甲
の
鵠
．
ご
震
）
．


